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紀州漆器伝統産業会館

務わし餞
街の総合案内所。伝統的

な漆器 iま もちろん気軽な

お土産 :こ 最適の物まで取

り揃えています。 2階 :こ

:ま 貴重な資料を展示しています。
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井
寺
を
通
り
、
黒
江
、
日

方
か
ら

一
の
鳥
居
で
熊

野
古
道
と
合
流
し
て
い

ま
す
。
江
戸
時
代
の
和
歌

山
市
と
海
南
市
を
結
ぶ

重
要
な
街
道
で
し
た
。蒔絵体験

紀州漆器の伝統的な技法 「蒔絵」を体験できます。 _
(有料/要予約 )

塗料を塗 り、カラフルな金属粉を付着させればオリジナル

漆器の出来上がり。丸盆、小判盆、弁当箱から選べます。

完成品は当日お持ち婦 りできます。

土・ E〕 曜 (受付 13時～ 15時 )

要予約  8073-482-0322
(体 験会場は3階 です。エ レベーターはございません。) 鐘尚
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繁職t,箸

漆器の産地に来たらやっばり

定番の漆ぬり箸を。作家もの

からリーズナブルなものまで

幅広くおみやげに◎

黒等 禁優 /佳 麺な V・

全国でも人気の黒牛は直営店
ならではのグッズを販売。
生酒直営店限定のお酒もとて
もオススメ◎

:穐■や鋤。゙ぱf

海南市「 種キャラクター
海ニャン舜靭付けとマグネット
になつてうるわし館等で販売。

慾が奥量撥轟

臨磯ゴ
i‐‐lmi権

`綾|

地元のみかんの皮を使つた盃。
めでたい雲をイメージしたお椀。
一つひとつ違う一点物でとても

人気。うるわし館等で販売。

なう発ヽしめ珠tや 烏
―世を風靡した昭和レトロな水

中花は黒江に受け継がれており、
全国的に入手困難なので根強い

人気。ぬりもの館で販売。

濃0贅 懸難嘗
ピアスやイヤリング等のアク
セサリー類が色々。うるわし

館等で販売。
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繁
栄
と
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も
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手
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地
形
の
問
題
が
年
を
形
の
区
画

と
な
っ
た
敷
地
に
、
住
層
兼
工
房

を
建
て
た
こ
と
に
よ
り
各
敷
地
に

三
角
形
の
空
き
地
が
出
来
ま
し
た
。

こ
れ
が
連
な
る
こ
と
で

「の
こ

ぎ
り
歯
状
の
家
並
み
」
に
な
っ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
も
切
妻
屋
根
に
紀
州
連
子
と

呼
ば
れ
る
格
子
や
、
漆
喰
壁
の
あ

る
低
い
２
階
建
て
の
古
い
家
屋
が

見
ら
れ
ま
す
。
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炒
製造議の創始者が入正時代 :ま じめ :こ 号導荘 と

た度量.黒江湾の満ち引きを封用 した ,七 や

石を使つた彗本蓬目に意、当議の最先婦夜

れています .
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